
（
指
定
計
画
相
談
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
一
部
改

正
） 

第
二
十
三
条 

指
定
計
画
相
談
支
援
の
提
供
に
当
た
る
者
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改   正   後 改   正   前 

障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に

基 づ く 指 定 計 画 相 談 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成

二 十 四 年 厚 生 労 働 省 令 第 二 十 八 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

指 定 計 画 相 談 支 援 の 提 供 に 当 た る 者 と し て こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚

生 労 働 大 臣 が 定 め る も の は 、 第 一 号 及 び 第 二 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た

す 者 と す る 。 

障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に

基 づ く 指 定 計 画 相 談 支 援 の 事 業 の 人 員 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 平 成

二 十 四 年 厚 生 労 働 省 令 第 二 十 八 号 ） 第 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、

指 定 計 画 相 談 支 援 の 提 供 に 当 た る 者 と し て こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚

生 労 働 大 臣 が 定 め る も の は 、 第 一 号 及 び 第 二 号 に 掲 げ る 要 件 を 満 た

す 者 と す る 。 

一 イ の 期 間 が 通 算 し て 三 年 以 上 で あ る 者 、 ロ 、 ハ 、 ホ 及 び ヘ の 期

間 が 通 算 し て 五 年 以 上 で あ る 者 、 ニ の 期 間 が 通 算 し て 十 年 以 上 で

あ る 者 又 は ロ か ら ヘ ま で の 期 間 が 通 算 し て 三 年 以 上 か つ ト の 期 間

が 通 算 し て 五 年 以 上 で あ る 者 （ 以 下 「 実 務 経 験 者 」 と い う 。 ） の

い ず れ か に 該 当 す る も の で あ る こ と 。 

イ 平 成 十 八 年 十 月 一 日 に お い て ㈠ 又 は ㈡ に 掲 げ る 者 で あ っ た も

の が 、 同 年 九 月 三 十 日 ま で の 間 に 、 ㈠ 又 は ㈡ に 掲 げ る 者 と し て

身 体 上 若 し く は 精 神 上 の 障 害 が あ る こ と 又 は 環 境 上 の 理 由 に よ

り 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障 が あ る 者 の 日 常 生 活 の 自 立 に 関 す る

相 談 に 応 じ 、 助 言 、 指 導 そ の 他 の 支 援 を 行 う 業 務 （ 以 下 「 相 談

支 援 の 業 務 」 と い う 。 ） そ の 他 こ れ に 準 ず る 業 務 に 従 事 し た 期

間 

㈠ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の

法 律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

附 則 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 障 害 児

相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 旧 障 害 児 相 談 支 援 事 業 」 と い う 。 ） 、

法 附 則 第 三 十 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 身 体 障 害 者 福 祉 法 （

昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 八 十 三 号 ） 第 四 条 の 二 第 一 項 に 規 定

す る 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事

業 」 と い う 。 ） 、 法 附 則 第 五 十 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 知

的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 四 条 に 規

一 イ の 期 間 が 通 算 し て 三 年 以 上 で あ る 者 、 ロ 、 ハ 、 ホ 及 び ヘ の 期

間 が 通 算 し て 五 年 以 上 で あ る 者 、 ニ の 期 間 が 通 算 し て 十 年 以 上 で

あ る 者 又 は ロ か ら ヘ ま で の 期 間 が 通 算 し て 三 年 以 上 か つ ト の 期 間

が 通 算 し て 五 年 以 上 で あ る 者 （ 以 下 「 実 務 経 験 者 」 と い う 。 ） の

い ず れ か に 該 当 す る も の で あ る こ と 。 

イ 平 成 十 八 年 十 月 一 日 に お い て ㈠ 又 は ㈡ に 掲 げ る 者 で あ っ た も

の が 、 同 年 九 月 三 十 日 ま で の 間 に 、 ㈠ 又 は ㈡ に 掲 げ る 者 と し て

身 体 上 若 し く は 精 神 上 の 障 害 が あ る こ と 又 は 環 境 上 の 理 由 に よ

り 日 常 生 活 を 営 む の に 支 障 が あ る 者 の 日 常 生 活 の 自 立 に 関 す る

相 談 に 応 じ 、 助 言 、 指 導 そ の 他 の 支 援 を 行 う 業 務 （ 以 下 「 相 談

支 援 の 業 務 」 と い う 。 ） そ の 他 こ れ に 準 ず る 業 務 に 従 事 し た 期

間 

㈠ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の

法 律 （ 平 成 十 七 年 法 律 第 百 二 十 三 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ）

附 則 第 二 十 六 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 ） 第 六 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 障 害 児

相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 障 害 児 相 談 支 援 事 業 」 と い う 。 ） 、 法

附 則 第 三 十 五 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭

和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 八 十 三 号 ） 第 四 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す

る 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事 業

」 と い う 。 ） 、 法 附 則 第 五 十 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 知 的

障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 四 条 に 規 定



定 す る 知 的 障 害 者 相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 知 的 障 害 者 相 談 支 援

事 業 」 と い う 。 ） の 従 事 者 

㈡ （ 略 ） 

す る 知 的 障 害 者 相 談 支 援 事 業 （ 以 下 「 知 的 障 害 者 相 談 支 援 事

業 」 と い う 。 ） の 従 事 者 

㈡ （ 略 ） 

ロ ㈠ か ら ㈣ ま で に 掲 げ る 者 が 、 相 談 支 援 の 業 務 そ の 他 こ れ に 準

ず る 業 務 に 従 事 し た 期 間 
㈠ 一 般 相 談 支 援 事 業 、 特 定 相 談 支 援 事 業 、 児 童 福 祉 法 第 六 条

の 二 の 二 第 六 項 に 規 定 す る 障 害 児 相 談 支 援 事 業 、 旧 障 害 児 相

談 支 援 事 業 、 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事 業 、 知 的 障 害 者 相 談 支 援

事 業 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十 三 号 ） 第 八 条 第 二

十 四 項 に 規 定 す る 居 宅 介 護 支 援 事 業 、 同 法 第 八 条 の 二 第 十 六

項 に 規 定 す る 介 護 予 防 支 援 事 業 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 事 業 の

従 事 者 

㈡ （ 略 ） 

㈢ 障 害 者 支 援 施 設 、 児 童 福 祉 法 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 障 害

児 入 所 施 設 （ 以 下 「 障 害 児 入 所 施 設 」 と い う 。 ） 、 老 人 福 祉

法 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律 第 百 三 十 三 号 ） 第 五 条 の 三 に 規 定 す る

老 人 福 祉 施 設 （ 以 下 「 老 人 福 祉 施 設 」 と い う 。 ） 、 精 神 保 健

及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 精

神 保 健 福 祉 セ ン タ ー 、 生 活 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 四

十 四 号 ） 第 三 十 八 条 第 二 項 に 規 定 す る 救 護 施 設 及 び 同 条 第 三

項 に 規 定 す る 更 生 施 設 、 介 護 保 険 法 第 八 条 第 二 十 八 項 に 規 定

す る 介 護 老 人 保 健 施 設 （ 以 下 「 介 護 老 人 保 健 施 設 」 と い う 。

） 及 び 同 条 第 二 十 九 項 に 規 定 す る 介 護 医 療 院 （ 以 下 「 介 護 医

療 院 」 と い う 。 ） そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 施 設 の 従 業 者 又 は こ

れ に 準 ず る 者 

㈣ （ 略 ） 
ロ ㈠ か ら ㈣ ま で に 掲 げ る 者 が 、 相 談 支 援 の 業 務 そ の 他 こ れ に 準

ず る 業 務 に 従 事 し た 期 間 

㈠ 障 害 児 相 談 支 援 事 業 、 身 体 障 害 者 相 談 支 援 事 業 、 知 的 障 害

者 相 談 支 援 事 業 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 事 業 の 従 事 者 

 

 

 

 

 

㈡ （ 略 ） 

㈢ 障 害 者 支 援 施 設 、 児 童 福 祉 法 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 障 害

児 入 所 施 設 （ 以 下 「 障 害 児 入 所 施 設 」 と い う 。 ） 、 老 人 福 祉

法 （ 昭 和 三 十 八 年 法 律 第 百 三 十 三 号 ） 第 五 条 の 三 に 規 定 す る

老 人 福 祉 施 設 （ 以 下 「 老 人 福 祉 施 設 」 と い う 。 ） 、 精 神 保 健

及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 精

神 保 健 福 祉 セ ン タ ー 、 生 活 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 四

十 四 号 ） 第 三 十 八 条 第 二 項 に 規 定 す る 救 護 施 設 及 び 同 条 第 三

項 に 規 定 す る 更 生 施 設 、 介 護 保 険 法 （ 平 成 九 年 法 律 第 百 二 十

三 号 ） 第 八 条 第 二 十 八 項 に 規 定 す る 介 護 老 人 保 健 施 設 （ 以 下

「 介 護 老 人 保 健 施 設 」 と い う 。 ） 及 び 同 条 第 二 十 九 項 に 規 定

す る 介 護 医 療 院 （ 以 下 「 介 護 医 療 院 」 と い う 。 ） そ の 他 こ れ

ら に 準 ず る 施 設 の 従 業 者 又 は こ れ に 準 ず る 者 

㈣ （ 略 ） 

ハ ～ ヘ （ 略 ） ハ ～ ヘ （ 略 ） 

ト 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤 師 、 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 、 准 看 護

師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 社 会 福 祉 士 、 介 護 福 祉 士 、 視 能

訓 練 士 、 義 肢 装 具 士 、 歯 科 衛 生 士 、 言 語 聴 覚 士 、 あ ん 摩 マ ッ サ

ー ジ 指 圧 師 、 は り 師 、 き ゅ う 師 、 柔 道 整 復 師 、 管 理 栄 養 士 、 栄

ト 医 師 、 歯 科 医 師 、 薬 剤 師 、 保 健 師 、 助 産 師 、 看 護 師 、 准 看 護

師 、 理 学 療 法 士 、 作 業 療 法 士 、 社 会 福 祉 士 、 介 護 福 祉 士 、 視 能

訓 練 士 、 義 肢 装 具 士 、 歯 科 衛 生 士 、 言 語 聴 覚 士 、 あ ん 摩 マ ッ サ

ー ジ 指 圧 師 、 は り 師 、 き ゅ う 師 、 柔 道 整 復 師 、 管 理 栄 養 士 、 栄



養 士 、 精 神 保 健 福 祉 士 又 は 公 認 心 理 師 が 、 そ の 資 格 に 基 づ き 当

該 資 格 に 係 る 業 務 に 従 事 し た 期 間 

養 士 又 は 精 神 保 健 福 祉 士 が 、 そ の 資 格 に 基 づ き 当 該 資 格 に 係 る

業 務 に 従 事 し た 期 間 

二 次 の イ か ら ホ ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 で あ っ て 、 イ か ら ホ

ま で に 規 定 す る 研 修 を 修 了 し た 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 を 初 年 度

と す る 同 年 度 以 降 の 五 年 度 ご と の 各 年 度 の 末 日 ま で に 、 相 談 支 援

従 事 者 現 任 研 修 （ 相 談 支 援 の 業 務 に 従 事 し て い る 者 の 資 質 向 上 を

目 的 と し て 相 談 支 援 従 事 者 現 任 研 修 受 講 対 象 者 （ 相 談 支 援 従 事 者

現 任 研 修 の 受 講 を 開 始 す る 日 前 五 年 間 に お い て 児 童 福 祉 法 第 六 条

の 二 の 二 第 六 項 に 規 定 す る 障 害 児 相 談 支 援 若 し く は 法 第 五 条 第 十

八 項 に 規 定 す る 相 談 支 援 の 業 務 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る 業 務 （ 以 下

「 相 談 支 援 等 の 業 務 」 と い う 。 ） に 通 算 し て 二 年 以 上 従 事 し て い

た 者 又 は 相 談 支 援 従 事 者 現 任 研 修 を 修 了 し 、 当 該 研 修 を 修 了 し た

旨 の 証 明 書 の 交 付 を 受 け た 者 で あ っ て 現 に 相 談 支 援 等 の 業 務 に 従

事 し て い る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 し て 行 う 研 修 で あ っ て

、 別 表 第 一 に 定 め る 内 容 以 上 の も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 主

任 相 談 支 援 専 門 員 研 修 （ 障 害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的

に 支 援 す る た め の 法 律 に 基 づ く 指 定 計 画 相 談 支 援 に 要 す る 費 用 の

額 の 算 定 に 関 す る 基 準 に 基 づ き こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大

臣 が 定 め る 者 （ 平 成 三 十 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 百 十 五 号 ） の 別 表 に

定 め る 内 容 以 上 の 研 修 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 修 了 し 、 こ れ ら の

研 修 を 修 了 し た 旨 の 証 明 書 の 交 付 を 受 け た も の （ 以 下 「 現 任 研 修

等 修 了 者 」 と い う 。 ） で あ る こ と 。 た だ し 、 イ か ら ホ ま で に 規 定

す る 研 修 を 修 了 し た 日 か ら 五 年 を 経 過 す る 日 の 属 す る 年 度 の 末 日

ま で の 間 は 、 イ か ら ホ ま で に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る 者 で あ っ て 、

現 任 研 修 等 修 了 者 で な い も の を 現 任 研 修 等 修 了 者 と み な す 。 

イ ～ ホ （ 略 ） 

二 次 の イ か ら ホ ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 で あ っ て 、 イ か ら ホ

ま で に 規 定 す る 研 修 を 修 了 し た 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 を 初 年 度

と す る 同 年 度 以 降 の 五 年 度 ご と の 各 年 度 の 末 日 ま で に 、 相 談 支 援

従 事 者 現 任 研 修 （ 相 談 支 援 の 業 務 に 従 事 し て い る 者 の 資 質 向 上 を

目 的 と し て 相 談 支 援 従 事 者 現 任 研 修 受 講 対 象 者 （ 相 談 支 援 従 事 者

現 任 研 修 の 受 講 を 開 始 す る 日 前 五 年 間 に お い て 児 童 福 祉 法 第 六 条

の 二 の 二 第 七 項 に 規 定 す る 障 害 児 相 談 支 援 若 し く は 法 第 五 条 第 十

八 項 に 規 定 す る 相 談 支 援 の 業 務 （ 以 下 「 相 談 支 援 等 の 業 務 」 と い

う 。 ） に 通 算 し て 二 年 以 上 従 事 し て い た 者 又 は 相 談 支 援 従 事 者 現

任 研 修 を 修 了 し 、 当 該 研 修 を 修 了 し た 旨 の 証 明 書 の 交 付 を 受 け た

者 で あ っ て 現 に 相 談 支 援 等 の 業 務 に 従 事 し て い る も の を い う 。 以

下 同 じ 。 ） に 対 し て 行 う 研 修 で あ っ て 、 別 表 第 一 に 定 め る 内 容 以

上 の も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 主 任 相 談 支 援 専 門 員 研 修 （ 障

害 者 の 日 常 生 活 及 び 社 会 生 活 を 総 合 的 に 支 援 す る た め の 法 律 に 基

づ く 指 定 計 画 相 談 支 援 に 要 す る 費 用 の 額 の 算 定 に 関 す る 基 準 に 基

づ き こ ど も 家 庭 庁 長 官 及 び 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 （ 平 成 三 十 年

厚 生 労 働 省 告 示 第 百 十 五 号 ） の 別 表 に 定 め る 内 容 以 上 の 研 修 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） を 修 了 し 、 こ れ ら の 研 修 を 修 了 し た 旨 の 証 明 書

の 交 付 を 受 け た も の （ 以 下 「 現 任 研 修 等 修 了 者 」 と い う 。 ） で あ

る こ と 。 た だ し 、 イ か ら ホ ま で に 規 定 す る 研 修 を 修 了 し た 日 か ら

五 年 を 経 過 す る 日 の 属 す る 年 度 の 末 日 ま で の 間 は 、 イ か ら ホ ま で

に 掲 げ る 要 件 に 該 当 す る 者 で あ っ て 、 現 任 研 修 等 修 了 者 で な い も

の を 現 任 研 修 等 修 了 者 と み な す 。 
イ ～ ホ （ 略 ） 

三 ・ 四 （ 略 ） 三 ・ 四 （ 略 ） 

  


